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資料

サヴ、ィニーのパンデクテン講義(2 ) 

一一一八四01四一年冬ゼメスター講義の
国際私法の部分について一一

楼 田 嘉 章

<前書き〉

サヴィユ}のベルリン大学におけるパンデクテン講義についてはその聴講学生によ

るいくつかの筆記録が現存していることが知られているが， 1840/41年冬ゼメスター

の講義についても本誌 (33巻3号954頁以下)において既に紹介したタクヅグの筆記

録の外にグレニングのそれが存在することが知られていた。そこでタクックの講義の

筆記録の正確さを検証しひいては1840/41年冬ゼメスターのパンデクテン講義(特に

国際私法に関して)をできるだけ忠実に再現し，従来の研究の欠落部分を補填するた

めにもグレニングの筆記録の検討が望まれた。幸いにもそれを所蔵していたマールブ

ノレク大学図書館の御好意により，同手稿を閲覧，解読することが可能となり， ここに

公刊するのがωである。しかもこの筆記録を閲覧する為に訪れた際に同図書館の所蔵
するサヴィニーの遺稿類を全体として閲覧する機会を得て多くの興味ある新しい事実

に接したのであるが，遺稿類の中にサヴィニーのパンデクテン講義に関する資料，な

かんづくサヴィニー自身の手になる同講義のノートを発見し，そのうちの国際私法の

部分だけをとりだしておこしたものが倒である。ちょうど DeutscheForschungs-

Gemeinschaftの財政的援助により同遺稿類の全体的な整理とカタログ化が進行中で

あったので，勿論抵触法についての資料の存否自体は全く不明ではあったが，資料金

体の検索のオリエンテーションに極めて貴重な使宜を得ることができたので，短時日

のうちにこのような幸運な発見をなしえたのであった。その結果少くとも 1倒0/41年

のサヴィニ}のパンデクテン講義についてはその講義を聴講した2人の学生の筆記録

と，その講義の元となったサヴィニー自身のノートの内容が明らかとなったわけで，
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サヴィニーのパンデクテン講義 (2) 

完全とまではいえないものの他に記録の手段のなかった当時の講義の内容が大よそ再

現されうる見通しとなった。その内容についての比較は後に述べる。

サヴィニーのベルリンにおけるパンデクテン講義は1810年からはじめられ1841/42

年冬ゼメスターまで続けられた(但し後掲付表のように1826/27年冬ゼメスターは休

講の模様)のであるが，サヴィニー自身がこれらの講義の内容・時間配分に関するメ

モを残しているので簡単に紹介し，最後に一覧表としてまとめておこう。

サヴィニーのメモは筆者の記録によれば， Ms 925 の M8第 1Konvolutの

Blatt Nr. 1-30の1片の小紙の各々に(その後新しいカタログ・ナンバーが図書館

によって付されたが不明)その年のパンデクテン講義の内容と進行の順序，時間配分，

各講義期聞が記されており，特に記録すべき事項〈例えば1813/14年冬ゼメスターの

開始日は1813年10月18日であり， iライプチッヒの戦いの日に」 とコメントされてい

る〉が簡潔に書かれている。例えば1812年は夏ゼメスターであり(どういうわけか

1810年の講義の記録が筆者のノートには控えられていないので，一覧表においても空

白となっている)， 1週間12時間のベースで4月20日に始められ序論2時間 (4/20)，

第1篇25時間 (4/21-5/1)，第2篇65時間 (5/2-6/12)，第3篇67時間 (6/

13ー7/18)，第4篇41時間 (7/20-8/6(2時間))，第5篇18時間 (8/6c1時間〕

-8/13)，第6篇3時間 (8/14)の計214時間が8月14日に終えられている。 1日

に2時間講じられたらしいので，毎週6日間ということになる。後掲付表から明らか

なように第5篇が1820年夏ゼメスター以降削除されるまで平均して200時間をはるか

に超えていた講義時間数が次第に 170~180 時間まで下がり， 一旦1824/25年冬学期

から廃された第6篇が1832/33年冬学期以降序論，第1篇と共に再び講じられてい

る。 1813/14年冬学期の記録には，序論の次には，物権法 (Sachenrecht)，債務法

(Oblig. recht)，親族法 (Familienrecht)，相続法 (Erbrecht)， Restitutionと順

次記されているので，これに従えばどうやら第5篇は相続法，第6篇は Restitution

ということになる。ローマ相続法についての講義は別の記録によれば(資料の整理に

当たられた Bredehorn夫人作成のカタログのコメントによる〉マールフツレク大学の

1802年の講義案内上サヴィニー自身のプラン(従ってノ、イゼのものでない?)に従い

週3回言葉じられ，更にサヴィニー自身の追加書き込みがベノレリンの1810-21年にある

というので，或いは1820年， 1821年にも別の形でサヴィニーのパンデクテン講義のこ

の部分が講じられた可能性を否定しきれない。しかしどうやらローマ相続法はベルリ

ン大学においてはこのころパンデグテン講義から分離されて独立の形式を与えられた

北法35(5・133)671



資料

ょうで，そのためにサヴィニーの講義の内容が変更されたものであ拶。また1側年

を例外として， 1813年以降はこのパンデグテン講義は冬ゼメスターに割り当てられて

いる。念の為最終講義の時間配分を記すと，第1篇第6篤と共に序論が10月25日から

11月27日まで50時間，第2篤は11月29日から 1月7日まで42時間でその内訳けは第1

章第2章が11月29日から12月10日(18時間)， 第3意が12月11日から12月18日 (12時

間)，第4章が12月20日(2時間)，第5章が12月21日から 1月7日(10時間)，第3篇

は1月8日から2月28日まて:'72時間で，その内訳けは，第1-4主主が1月8日から 1

月28日まで (30時間)，第5一7章が 1月29日から2月28日まで (40時間)，第4篤が

計10時間で3月1日から同5日までとされているo問題となる 1840/41年については

筆者のメモの不備で最終講義ほどの詳細は不明であるが，序論・第1篇・第6篇:47時

間が11月12日から12月14日，第2篇36時間が12月15日から 1月21日， 第3篇が38時

間，第4篤20時間が3月5aから3月19日までとなっている。第6篇にあまり時間が
さかれなかったとすると，私法方法論及び国際私法を扱っている序論と第1篇の時間

数が相対的に増加している点が注目される。

さて，(A)の筆記者 Albertv. Groningは 8redehorn夫人のコメントによればベ

ノレ担ン大学の 1839/40年冬ゼメスターから1841年夏学期まで、の法学の学生であり，後

に法学博士及びプロイセンのカンマー・ゲリヒトのアセッソールとなったことが分っ

ているが (vgl.Gotha. Briefadelige Hauser 1 (1907) S. 238)その余は不明であ

官。 (B)についてはザヴィニーのパンデクテン講義はハイゼのプランに従っていたこと

が知られているが， Ms 925/37(1)のB1attNr. 31によると1807年 Heidelberg

として nachHeise's Grundriβ としており，サヴィニー自身の講義ノートもこの事

実を確証している。しかし随所に新しい入れ替え部分や書き込みが認められ，前述し

た形式的変更もあるので，ハイゼの体系とサヴィニーの体系の関係及び変更，その意

義については一考を要する。

次に「体系」とパンデクテン講義の関係であるが，特に紙触法については「体系」

執筆の資料の中に次のような個所があるので紹介しておこう (Ms925jl1， 81.16)。

「プフタ・パンデクテン 110節を参照。

これら法源の他の法源と紙触する場合の適用について。一一又は:この法源の適用

の限界について，その具体的な妥当がある国家に前提されている場合。

序論。この見方は本来我が実定法の外にあり，従って付加 (Zugab巴)の性質を有

している。」
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サグィニーのパンデクテン講義 (2)

としこの註において

「この実定法にどの人，物，行為が服すべきか。これらの服従の限界は同時に我が実

定法の適用可能性の限界であり，この限界画定 (Granzbestimmung)は当然我が法

の完全な知識に属している。従ってそれは我が法と抵触している法の招致 (Zuzie-

hung)ぬきではありえない。Jとしている。

更に続けて本文で

「一一本質的には他のどの実定法の領域においても同様に生じうるのであって，それ

故普遍的性格 (Charactervon Allgemeingultigkeit)を有してし、る。

この抵触は二様の対立に依りうる。

I .場所的対立一一ー更に二つの場合がある。

1. より狭い領域内で妥当する 2つの法律の，我が法の一般的支配 (Aberherr-

schaft)の下での低触(これは特別法と一般法のそれでない〉。

2. 我が法と外国のそれとの抵触。 41-4poJ

また rII.時間的対立一ー法源の内容によるものではなく，発展形成する立法の仮
定的状態による。 4g-4iiJとする。

働は後述のようにこの 4'--4p に相当するので， r体系Jはパンデクテン講義のこ
の部分を利用して執筆されたことが分る。従つて「体系」の成立史をパンデ夕テン講

義のうちに探ることは誤りで

それでで、はサヴイエ一のノパミンデFテン言講誇義のノ一トの事執九筆時期はいつであつたのてで、あ

ろうカか込、。勿論多くの後からの書き込みや訂正があつTたこことが一見明白であるのでで、，完

全に特定することは不可能であろうが，少くとも抵触法の部分については以下のこと

がし、える。(到の部分は，総則の中に含まれており，それに先行するパラグラフとの関

係を無視しえないのであるが， サヴィニー自身の付したナンバーによれば 4~，図書

館のナンパーで Bl.41，即ちIB)の直前の部分にCiB)は 41 (BI. 4めからはじめられ

ている)Neu， Winter 1830/31とし、ぅ書き込みが存在する。そしてその後に Neu

die einz(elnen) !}!} des Kap(itels) として!}10. 11 Schon in der Einf-

(uhrung) abgehandelt...以下!}17までのタイトノレが示されている。従ってこの

部分は少くともIB)の第1頁に直接に連続し，特に!}10-17 と~ 18の表示以下の聞

に不接合を示すものは認められなL、。ただ 4d(B1.41)に更に先行する Bl.31はパ

ンデクテソ講義の実質上の冒頭部分であるが， 前述したように Pandektennach 

Heise's GrundriβHeidelberg 1807，それに続く BI.34 には Pandekten-zu

北法35(5・131)669



資料

Heise's GrurdriβEinleitung u. Kap. 1 (Neu. Winter 1829/30)とあるので，必

ずしも断定を許さないが，抵触法の部分は少くとも 1830/31年以降はこのノ}トの形

で講義が準備されたものと思われる。この点は1830/31年より前の時点で行なわれた

講義の筆記録を検討することでいずれ明らかにしたい。

次に(A)(B)及びククックのノートの内容についてふれておく。向じく学生の筆記ノー

トである(B)とタクックの/-トの内容は，分量的にもほぼ同じであることから予想で

きるように，際だったちがいを示していない。しかし同ーの講義を開いてもその受け

取り方に若干のちがいが生ずるのは当然でトあって，例えば表題に Gesetzeという語

が入っていたりいなかったりするというような小さな差異，あげられた例の叙述の有

無の外，部分的叙述の精粗にちがいはある。両者をサヴィニー自身のノート(B)とつき

あわせて，彼の講義の模様を推測するという目的からいうと， より重要なのは， (B)と

凶とグクックのノートのちがL、であるが，ここにおいても概ね決定的な違いはないと

いってよい。しかし気付いたことを述べると， (1)実際の講義においては若干の形式的

変更があった， (2)内容的に講義で敷術している部分があること(特に註の部分や例)，

(3)ノートにだけ叙述のある部分があること，があげられる。 (1)については，人の渉外

的活動による個別問題がノートでは3つに分けられているが，現実には2つにしぼら

れ， locus regit actumは各論的に論じられていること，また最後の，ノートでは何)

に相当する部分が講義では極めて簡単にまとめられ，もはや抵触法の各論の部分から

はずされていると思われること，が特に指摘できる。 (2)についていえば， ローマ法の

説明 (origoとdomicilium)は実際にはずっと詳細に講じられたようであり，随所

に例があげられているo(3)につし、ても，導入部分が現実の講義では削除され，また文

献解題・引用も必要最少限におさえられていることが指摘できる他，国際刑法の部分

を抑え，後にサヴィニーの「公序」の部分として注目されるに到る強行法についての

叙述が講義の中ではふれられなかった模様であることが注目される。総じていえば，

この講義においては後の「体系」第8巻で極めて重要な原理となった，いわゆる形式

的原則もまた国際法的共同体の観念も姿をみせず，従ってその後の書き込みの放にそ

の最終的な成立の年代の確定の困難なサヴィニー自身のノートである(B)も，ほぽ1842

年以降講義自体の終了と共にもはや予を加えられることがなかったと考えても大旨誤

りとはいえないものと思う。前述の「体系」の資料が示すようにパンデクテン講義の

内容が「体系」の重要な基礎となりえたことは事実であるが，その場合にも講義ノー

ト自体に加筆している様子はないのである。従って今後ここで部分的に明らかとなっ

北法35(5・130)伺8
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サヴィニーのパンデクテン講義 (2) 

た1840/41年の2つの筆記録とサヴィニーの講義ノートから当時の彼のパンデクテン

講義の全容を探ることは原則として方法論的に誤っていないはずである。同時に「体

系」で新たに提示された部分の成立史は，今後他の資料によって検証する他ないこと

になる。

最後に凶(B)の公刊を快よく御許可頂いたマールフ勺レタ大学図書館長 Barth博士，

そしてこの許可の取得に御尽力頂いた向図書館手稿・稀観本部門の主任である

Bredehorn博士には，この場を借りて厚く御礼申し上げたし、。特に Bredehorn博

士は，私の最初のマールフツレク訪問以来常に図書の閲覧の便宜を図って下さったのみ

ならず，サヴィニーの遺稿の利用・検討に際しては常に貴重な助言を与えられたので‘

あり，更に手稿類の複写は全て自らの手で・されたので、あって，同氏の助力がなければ

私の拙L、サヴィニー研究の進捗は考えられなかったといえる。特に，私の手元にある

複写類では明確に解読できない部分が生じるのは避けがたく実際上判読不能の若干の

小部分が残されたが，同氏は手間をいとわず私の提した疑問の全てを原本に当って解

いて下さった上に，公刊のスタイルその他についても専門家の立場から貴重な御意見

を与えて下さったのであって，前回の場合よりも今回の方が解読の完成度においてよ

り高いとすれば，それはひとえに Bredehorn博士のおかげであるといってよい。又

同博土夫人は遺稿の整理に当っておられたが，なれない私に整理中の資料リスト及び

そのコメントの閲覧を許される等図書利用上極めて有益な示唆を与えられ，又同図書

館員である Kadel博士は，サヴィユー遺稿関係の論文の抜き刷りを与えられる等多

大の励ましを頂いた。私の研究を支えて下さったこれら全ての方々に厚く御礼申しあ

げる次第である)。

一註ー

(1) 一般的にはとりあえず石部雅亮「サヴィ ι一研究の新局面(上)J (書斎の窓322

号所収)39頁以下参照。プロイセン一般ヲ Y ト法講義については石部雅亮・野回

寵ー「イェーエゲ Y稿『サヴィニー・プロイセ Y一般ラント法講義~ (1)j・法政

研究48巻 1号196頁参照。

(2) Vgl. Festgabe der Deutschen Juristen-Zeitung zur Jahrhundertfeier 

der Friedrich-Wilhelms-Universitat zu Berlin， hrsg. v. O. Liebmann， 

Berlin 1910， S. 5任.u. 73 によれば毎週2時間とされており (1810年). 栗披

寿夫「ドイツの大学における法律学科目の講義の歴史J・法学雑誌21巻3号41頁

以下の記述からみても，これはその後も変化しなかったように恩われる。尚一般

的には，石部雅亮「法典と法律学(1)一一ー『サヴィニー・プロイセ Y一般ラント法
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資料

講義』の研究のために一一一」・法学雑誌27巻3・4号113頁以下参照。

(3) サヴィニーのパンデクテン講義はハイゼのプランに従っていたが(拙稿「サヴィ

ニーのパ γデクテン講義」北大法学論集33巻3号953頁参照)， 次第にそれが修

正されていった。特に講義の形式的順序については，サヴィニーの所有していた

Heise， Grundriβ の第2版 (1816)(Ms 925/200めの書き込みがそれを示し

ている。尚ハイゼのプランについては，野田穏ー f-tJ-ヴィニーとプロイセン一般

ラント法一一一1824年講義ノートの研究(1)一一一」・法政研究48巻3・4号参照。野

田論文によってもサグィユーのプラ γの変更が傍証しうるであろう。

似) ハイゼのプランに概ね従って，サヴィニーのノートは，序論，第一篇総則，第二

第物権法，第三篤債務法，第四篇親族法，第五篇相続法，第六篇原状回復と構成

した模様である。プレーデホルン夫人のコメ γ トからもそのことは読みとれる

し，筆者の有している複写の中にもそのことを示す記述がある。

(め Ms925/Colim M 7bJ CI日表示)のプレーデホルン夫人のコメントによる。

(め 栗裁・前掲論文に引用されている Vorlesungsverzeichnisによれば， 1830)31 

wsにはサヴィニーがパ γデクテンを12時間(週)， ノレドノレフが相続法を4時間

(週〕講じる旨記されている。なお後掲付表が示すように 1824/25WSから講義

の編成が変っているので，或いはプロイセ γ一般ラ γ ト法の議議にもこれが影響

したかもしれない。この点で野田・前掲論文の対象としていた講義録はちょうど

微妙な時期にあり一般化をする為には検証を要するように思う(特に603頁以

下)。

(7) 一見して明らかなように， 30時間と40時間の合計は70時間で2時間分不足してい

る。これが私のノートの誤記によるものか，サヴィニー自身の誤記によるものか

は，今のところ断定できない。

(め Ms 925)Colim M 21) (1日表示)による。

(の プロイセン一般ヲ y ト法とパンデグテンの講義の相互関係は今後検討を要すべき

問題であろうが，少なくとも1824年段階のプロイセン一般ラント法の講義の中で

取り扱われている紙触法の理論は伝統的条例理論を踏襲しており，人法，物法，

混合法を基本とし，特に動産・不動産区別主義に従っていたことが明らかにされ

ている(石部・野田，前渇論文(註(1))(2)・法政研究48巻2号459頁)0パンデク

テン講義がその当時どのようなものであったかについては目下検討中である。

ω 特にいわゆる形式的原則と国際法的共同体の観念の由来が重要である。「体系」
における抵触法の部分の成立についての手掛りといえば， Ms 925/11 Bl. 3は

第一篇総員Ijについて， f総則自体が法律関係のみを対象とすることになるように，

序論と第一章， 第六章を前置すべきか ?J という後からの書き込みの後に， r第

一章.法源主主主韮旦，第三掌.法律関係の対象と分類について，第三章.法律

関係の主体としての人について，第四主主.法律関係の発生と消滅について，第五

章.権利の侵害に対する保護について，第六主主.-1也:つ法3まと@官官;こと~これ

らそ~京今主用とこの適用の限界陸Qい毛ゴ(下線部分は後から書き加えられた
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サヴィユーのパンデ‘クテン講義 (2) 

部分，第二章と第三章は訂正前は逆に第三章， 第二主主と表示されていた。〕 とし

ており r体系Jが結局サヴィニーの意図したパンデ Pテγの全体ではなく総則
部分で終ってしまったことを考えると，最終的にはこの書き込みのj順序ではなく

当初のプランに従ったことが分る。従って，ハイゼの体系から離れて紙触法が最

後へ移され，法源自体とその限界が切り離されるが，抵触法は法律関係を対象と

していたことが認められる。更に Ms925/11のB1.4は「体系」の特別の目的

の一つに， r却ちローマ法がいかにして普通ヨーロッバ法 (gemeinesEurop・
R.) となったか」をあげている。 また前にふれた Ms925/11， B1. 16はその冒

頭欄外書き込みにおいて「本章の自然な構成 (Natur1.Gang) :法律 (Gesetze)

の適用，或いはその支配の限界:

1. 法律がそこで法律関係を支配している自然な領域 (naturlichesGebiet): 

紙触， …・・ (略)

2. この自然な領域内における任意の (willkuhrl.)制約。一般的法律と特別の

法律……(略)J

と述べている。従って法律関係の佐賀により織すべき法域という考え方も，サヴ

ィニー自身の実定法論の自然な発展であり，また抵触法が一国の実定法の制約を

超える普遍的性格をもち， ローマ法がヨーロッパ普通法として機能する限りその

法源論が避けがたいことも予測できるが，その具体的な成立のプロセスはなお今

後の研究に待たなければならない。尚，グレニングの講義ノートには国際法にふ

れた部分があるが，そもそも法源論の中で国際法をどのように扱っていたのかは

早急に検討を要しよう G またサヴィニーのノートと学生遠のノートの相違の一つ

にあげられた最後の部分，即ち訴訟法や刑法の適用関係が実際の講義においては

独立のナンパーを付されず短縮されているのであるが，グレユングのノートにお

いてこれらが「非私法的」であるとの叙述があり，パンデクテン講義を一般私法

論として理解すれば，その「体系」への移行において異質な要素が更に整理・削

除されたことになる。

ω <iIIl書き>中では遺稿の図書ナ γバーが統ーされておらず読者を混乱させるであ
ろうが， これは筆者の滞独中にマーノレプノレ P大学図書館を訪問した際には未だ最

終的なナンパーが完成しておらず，従って複写や筆者の記録したノート類に残さ

れているのが仮のナ γパーであり， (一部は後に伝えられた新しい確定ナンパー

でおきかえられたものの〉少なからずそのまま引用せざるをえなかったことによ

る。 Ms925/の後に l Jで olimM ..，とあるのがこれである。またサヴィ

エーのノートにはサヴィニー自身の付したナンバーの他に，図書館で整理のため

に付したものがあり， B1....と記されるものは特に断わらない限り後者であっ

た。 Ms925/11 のように記されたものが現在用いられている図書ナンパーであ

る。

(追記)本研究は昭和58年度文部省科学研究費一般研究(c)に負うものである。
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<凡例>

公刊に当つては極力原資料の元の形を伝えるべく努めたが，手稿としての性質上解

読に際して，或いは印刷の形式上若干の変更を余儀なくされた箇所がある。必要なも

のはその都度脚注の形でい印)示しておいたが，更に次の諸点に留意されたい。

(1) 原手稿の頁建ては(A)については C)， (B)については整理用通し頁番号を C) 

で示した後に( )の形で‘頁毎に挿入した。剛は一枚の用紙の表と裏に香方通れてい

るので， Blattのナンパーで，例えば(Bl.12)は12葉目の表を， CB1.12vJはその

哀を示しておいた。

(2) 原手稿で用いられている略号のうち定冠詞については読み易さを考えて

ds=das又は des，dr=derという風に表示し，特に読み方に疑問が生じる場合には

その旨脚注(*)で指示した。また D=nicht，J羽田のような略号も通常の対応す
るドイツ語に直して記した。凶に特に多く現われる同一子音が一つ省略されている場

合(例。 Abstam(m)ung，ken(n)t， in(n)ersten， kan(n)， wen(n)， Trum(m)ern 

etc.)には本来の単語の形で示し特にその旨表示しなかった。又，凶で特に多用され

る eや U の省略のうち一般的なもの(例。 unt(e)r，p(e)rsonlich， V(e)rtrag， 

alIgemein(e)r， Burg(e)r， dies(e)r， all(e)r， besond(e)rs， d(u)rchs etc. )は特

に表示することなくそれぞれの語の普通の形で示しておいた。

(3) ドイツ語において一般的に用いられている略号についてはそのまま記した

く例。 z.B.， s. o. etc.)o u.が undの略号として用いられている場合にはそのままと

したが， uだけで表わされている場合には u(nd)と補った部分を( )に入れて示

した。 V.も一般にはそのままで用いたが凶においては von(又は vom)を原文に従

って用いた。 od.も U.の例に従った。

(4) 本人が自ら用いている略号のうち法律用語はできるだけ復元して示した(例。

R(echt)， Ges(etz) etc.)。ラテン語の用語は，初出の場合に完全な形に補って示

しそれ以外は略された形のままにしておいた。

(5) その他の略号は文脈からみて容易に本来の形が推測されうる場合には特に省略

されている部分を補うことなくそのままで示した〈例。 volksmas.，ledigl. etc.)。た

だ， b(ey)や fremd(en)，hab(en)のように(B)で語尾が省略されている場合には理

解の便宜のために完全な形に復元した。(闘でサヴィニー自身の付した註記の部分では

既に本稿のどこかで完全な形が復元されており，誤解が生じない限りスペースの関係

からサヴィニー自身の省略法に従って記した。

(6) サヴィニー自らの註記はヘ十+……の形で示し， 襖田の付した註記はぺ料

…の形で示したoサヴィニーが施した削除，書き込み訂正や形式上特記すべき事項

は朱の脚註で指示した。

(7) 大小学か小文字か， β等については文脈と文字の形から判断して決めたが，そ

の解釈が文意に変更をもたらしうる場合には脚註で表示した。

(8) それ以外においても特記すべき事項については脚註で説明した。アンダーライ

ンその他の形式は原文に従った。 (B)は後日手を加えられた部分が多く構成上も極めて

複雑であるが，印刷上許される限りは元の形を伝え，ただ行数，註の番かれている位

置等は必ずしも原文に従わなかった場合がある。それでも特に注意を要すると思われ

る場合には特記した。
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サヴィニーのパンデクテソ講義 (2) 

(A) Kopie von der Universitatsbibliothek Marburg - Ms 925/38* 

Savigny's Pandekten** 

Alb(ert) v(on) Groning 

Berlin 1840/41*** 

[S. 30J判明e Von der Anwendung der 

Gesetze 

oder 

der Regeln des positiv. Rechtes je nach 

Personen， Gegenstand (en) u (nd) Zeiten. 

Die ursprungliche Anwendbarkeit mus erst bestimmt werden， ab-

strahirt von allen Zeitveranderungen， u. 

die successive Anwendbark(ei)t， d .h. mit Rucksicht auf die in der 

Zeit liegenden Abanderungen.-

A.) Die ursprung1. Anwendbark(ei)t. 

Alles positive Recht entsteht in irgend einem Staatsverbande， wo das 

Individuum als untergeordnet u. gebunden erscheint. Eine Siaats-

verbindung laβt sich denken in den verschiedensten Stufen bis zur 

engsten Gemeinde herab; jede ab巴rhat zur Basis irgend eine volks-

masige Einheit， die nach verschiednen Nationen u. Zeitaltern hochst 

verschieden ist: 

Es kann als Grund dieser Einheit gelten 

a.) ledigl. die volksmas. Abstammung， die Nationalitat， Band des 

Blutes; in den germanischen Staaten， die im Mittelalter entstanden 

auf den Trummern des Rom. Reichs， findet sich dies besonders. 

Einzelne Uberreste haben sich blos von diesem Prinzip erhalten; im 

*プレーデホルン (Bredehorn) 夫人のヨメント o Pandekten (1-4) +5 522. 
40 • Berlin WS 1840(41 Dunkel marmorierter Pappband; im Vorderdeckel 
Exlibris Albert v. Groning. S.I-522 Pandekten Buch I-IV S. 452 ... 4. 
Marz 1841 S.1-5 (2. Zahlung) Inhaltsverzeichnis zu Buch IV. 

判 Ruckentitel.前扉にはタイトノレなし。
判事Aufdem vorderen fii巴gendenBlatt. (プレーデホルン夫人のコメント〉。
料 **Groning自身の頁建て。
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Meisten bei den Juden， die in Ehesachen etc. noch besonderes Recht 

haben. 

(S. 31J b.) das Prinzip des person1. Staats= oder Burgerverhaltnises， 

was sich in der grosten Ausdehnung im alten Rom findet， wo civis， 

latinus u. S. w. nach verschiednen Rechten leben， ja ganz verschiedne 

Rechtscapacitat haben.-Einen sehr bestimmten Staatsburgerbegriff 

haben wir heutzutag♂ eigentlich nicht， obschon er oft versuchsweise 

wieder hat hergestellt werden sollen. 

c.) das Prinzip des Territorialverha1tnises， das Prinzip aller modernen 

Staaten， ohne Rucksicht auf Nationalitat u. mit untergeordneter 

auf Staatsburgerverhaltniβ料. Einheimische Unterthanen u. Fremde 

werden unterschieden. 1m innersten Grunde haben alle 3 Prinzipien 

ein Gemeinschaftliches; in den einzelnen Granzen herrscht aber sehr 

grosse Verschiedenheit.一

Welches unter verschiednen Territorialrechten ist in jedem einzelnen 

FaUe des Rechtsstreites anwendbar? Hier kann die Rede sein von 

Gesetz巴ndesselben 5taats oder verschiedner， z .B. ob auf irgend einen 

Handelsvertrag Markisches oder Schlesisches Provinzialrecht anwend. 

bar ist. Die verschiednen Territorialrechte gelten fur einen u. densel-

ben Ort in verschiedner Abstufung u. Begranzung: dieser FaU kam 

schon vor bei dem im Deutschland ge1tenden gemeinen Recht， wo das 

Spezielle dem Generellen vorgeht***. 

(5. 32J 1st die Rede von Territorialrecht verschiedner Orte : es kommt in 

Betracht 1.) das domicilium. 2.) der Ort， wo eine Sache sich aufhalt， 

locus rei sitae， was besonders in Rede kommt bei Grundstucken. 3.) 

der Ort， an welchem gehandelt wird. Man unterschied neuerdings 

zw(ischen) statuta personalia， realia u. mixta: man sprach von 

statuta， weil die ganze Frage bes. bei Provinzialrechten vorkommt， 

本h巴utzutageは後から付加されている。
同 ohne以下の文法構成について.Bredehorn博士は untergeordneterの後に
Rucksichtを. Staatsburgerverhaltnisに定冠詞 dasを補うとよいと指摘さ
れている。

制ホ原文では SpezielleもGenerelleも小文字で始まっているが，大文字に直した。
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サヴィニーのパゾデクテン講義 (2)

die rnan auch vorzugsweise statuta nennt; Bezieht sich die Frage auf 

das Personl.， dann von dornicil.， auf Sachen， res sita， u. stat. rnixt. 

der Ort der Handl.一

Das Recht erscheint als die juristische Eigenschaft einer Person. 

Welchern Rechtsgebiet巴diePerson anhangt， ist zuerst zu fragen : die 

Person steht in rnannichfachen Verhaltnisen， narnent1 . publizistischen 

Verptlichtungenヘmunera，die offenbar zusammenhangen rnit der 

Einh巴it，an die sie gebunden ist: Gehorsarn an die richterliche 

Obrigkeit; Gerichtsstand， Forurn， was in der innig(s )ten Verbindung 

steht rnit dern Rechte， dem er untergeord(ne)t ist.-Die Romer haben 

sehr wenig befriedigend巴 Bestirnrnungendaruber: si巴 warauch von 

viel geringerer Wichtigkeit， als bei uns: diese Frag巴 istimmer noch 

im Wachsen. 

Origo u. dorniciliurn sind zwei Gesichtspunkte， die festgehalten 

werden rnussen: 

CS. 33J der Geburtsort ist als solcher ganz gleichgultig， u. ist nicht 

unter origo zu denken; vielmehr das stadtische Burgerverhaltnis， 

dern der Einzelne angehort， ist zu verstehen u. dies hat den innigsten 

Zusarnrnenhang rnit der durchs ganze Rorn. Reich gehenden Ver-

fassung: unzahlige kleinere Stadtterritorien fanden sich durchweg 

in Italien u. dieses angeboren vom Vater auf Sohn forterbende 

Burgerverhaltn(iβ) ist origo.-1n den Provinzen war es zum Theil 

auch so， zum Theil anders， wie in Ital(ien)， mit den Territorial-

verfassungen; als Ital(ien) di巴Civitatbekam， war die origo zwiefach， 

eine zwiefache Verptlichtung auf sein speziel1es Burgerverhaltniβ: 

er hat ein doppe1tes Forurn， d. h. einen doppelten publizist. =personl. 

Verband: seit Caracalla hatte jeder Einwohner des Rom. R. eine 

doppelte origo: also hat jeder ein dreifaches Bindungsmittel， domicilii 

forurn， forum originis in seiner Heimath u. in Rom. 

1st dasδrtliche Gesetz verschieden， so ist origo vorherrschend vor 

本この部分書き損じによる訂正がある。
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domicilium， u. das Recht des einzelnen Municipiums ging auch vor 

der groβ(en) Ro.m. Verfass(ung) her.一
ln unsrer Verf(assung) fehlt diese Grundlage stadtischer Verfass. 

(ung) : ein dem Rom. entsprechender Begriff von origo hat bei uns 

nie existirt， denn mit dem Geburtsort hat es Nichts zu thun. 

CS. 34J Ubrig g巴bliebenist fur uns ganz allein das forum domici1ii， das 

depn auch vie! groβ紅白) Ausdehnung hat: lex domicilii ist das 

Bestimmende fur jed巴nEinzelnen.-Ausnahmen ganz allgemeiner 

Art giebt es: die Person kann gleichsam aus sich heraustreten u. 

mit fremdem Rechtsgebiete in Beruhrung kommen， insofern sie 

1.) ihre Macht erstreckt auf juristische Sachen: durch diese neuen 

Beziehungen kann auch ein neues forum hinzuk(ommen). rei sitae jus. 

2.) durch jur(istische) Handlungen tritt ]emand auch in Beruhrung 

mit einem ursprungl. fremden Rechtsgebiete， u. 50 kann jetzt das 

Recht de♂Orte5 fur ihn bindend werden， in w巴lchemer gehandelt hat. 

Praktische Regeln: 

1.) Der ab501ute ZU5tand einer Person kann verand巴rtwerden; wo 

keine Beziehung auf andr(e) lndivid(u巴n)oder Sachen料， ist， wird 

Alles beurtheilt nach dem Rechte des domicilium， z .B. wenn nach der 

Volljahrigk(ei)t gefragt wird etc. 

2.) Es kann die Rede sein von der auβer(en) Form einer jurist-

(ischen) Handl(ung) hier ist die Regel， locu5 regit actum 

(Franzosische Schriftsteller); nicht das domicilくium)，sondern der 

Ort， wo man gerade zufallig handelt， giebt den Ausschlag: oft ist es 

gar nicht anders mogl.， aJs einer jur(istischen) Handl. die Form 

zugeben***， die gerade an dem jedesmal. Aufenth(a)lt gefordert wird. 

CS. 35J (z .B. wenn ein in Frankr(eich) reisender Preuse sein Testament 

machen ，再1ill). Es ist dies bloβals eine Begunstigung der Person 

anzusehen， nicht als eine absolute ausschliesl. R(e)chtsregel. 

*d(e)rと読めるが desの誤りか。
紳 oderSachenは行聞に追記されている。
料 *Zugebenは訂正されて挿入されている。
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サヴィニーのパンデタテン講義 (2)

3.) 1st die Rede von Eigenthum an einzelnen Sachen， gi1t das 

Recht des Orts， wo die Sache sich befindet， Jus rei sitae. Auf 

Grundstucke geht dieser Satz ganz allgemein， dagegen in Ansehung 

von Mobi1ien wird es oft bezweifelt， bes. hinsichtl. der Usucapion. 

4.) 1st die Rede von Rechten， die aus jurist. Handlungen entstehen， 

contractl. Verbindungen gilt das Recht des Orts der Handlung*.-

Wird der Contract nicht in personl. Gegenwart geschlossen， sondern 

z. B. in Correspondenz;? Der Ort， der nun regulirend sein soll fur 

diesen Contract， ist schwierig zu bestimmen: Viele haben gesagt， den 

musse das Naturrecht entscheiden， was ja ganz unsicher ist: Vielmehr 

ist der Ort entscheidend， wo der Antrag nicht zuerst gestel1t， sondern 

empfangen ist， beantwortet u. angenommen， denn fruher kann ja von 

gar keinem Abschluβdie Rede sein.ー lneinigen Fallen muβwegen 

eines gesetzten prasumtiven Wil1ens die Sache anders entschieden 

werden， so der locus solutionis oft locus contractus: oft auch der Ort 

der Erklarung ganz gleichgultig u. untergeordnet. 

CS. 36J 5.) Gesetze， die betreffen， nicht， wie vorher， Rechte am Einzeln巴n，

sondern das Vermδgen im Ganzen u. Groβen， gehen nach dem 

Rechte des Wohnortes， wei1 das Rechtsregeln sind， die auch auf die 

Handlungs = u. Rechtsfahigk(ei)t im Ganzen gehen， so z. B. die 

Beziehungen der Ehe zum Vermogen d(a)s domicilium der Ehe ist an 

dem des Mannes， d. h. das dieser hat u. haben wi1l vom Anfang der 

Ehe an; dies bleibt durchaus regulirend， auch bei spaterer Veran. 

derung des Domicils. Ebenso auch ein generelles Pfandrecht nach 

dem Domici1 des Schuldners. Die Intestaterbfolge durchaus nicht 

nach dem Orte des Todes， sondern nach dem pos(itiven) R(e)cht des 

regelmaβ. Wohnorts des Verstorb(e)nen， da das Erstere ja ganz 

zufal1ig ist**. 

*欄外に1.6 d. eviction. XXI， 2.1. 1， pr. 1. 37， d. XXII， usur. 1. 1. 34 d. 
regul. jur.ーという書き込み，更に後からその各部のラテン語法源が追記され

ている。

時 da以下は後から書き加えられている。
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Auβerprivatrechtliche Regeln sind noch，: wenn die Rede vom 

Prozeβist， richtet sich Alles nach dem Ort der Klage: - bei 

Polizeigesetzen sind Alle diesen unterworfen， wenn sie auch nur 

zufallig u. vorubergehend im Lande sind : -Strafgesetze entscheiden 

gewohnlich auch immer im Lande fur jeden Fremden， naturl. nur 

vorubergehend. Die im Ausland begangnen Verbrechen mussen 

eigentl. auch nach auslandischen Gesetzen bestraft werden， wovon 

allerdings auch Ausnahmen existiren， u. wohlbegrundete: 

[S. 37J Wenn z. B. Einer belangt ist wegen Verbrechen in unserem 

Lande u. nun auch welche zu Tage kommen， die im Auslande 

begangen sind， so werden alle nach unserem Gesetze bestraft: u. 

sonst konnten ja alle Morder sich ungestraft jenseits der Granze 

aufhalten*.一

*欄外に Landrecht，H， 20， 14. 15.と記されている。
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(B) Kopie von der Universitatsbibliothek Marburg - Ms 925/37， 1. 
Pandektenホ

[Bl. 48J 
(41)料

Anwendung d巴rGesetze， ja nach Personen， G(e)g(en)standen u. 
Zeiten -五rwickelteFragen. 一一一-
Nahere Bestim(mun)g der Aufgabe - gewohnl. wird gedacht an 
e(ine) Collision zwischen einz(巴lnen)Ges(etzen) u(nd) das ist 
der einfachste Fall， z. B. b(ey) fruheren u(nd) sp晶terenGes(etzen) 
- aber auch denkbar 1.) bくey)Einfuhrung e(ines) neuen 
Ges(etz)b叫chs.z. B. Reception e(ines) fremden R(echt)s (Code 
Nap(oleon)) 2.) bey Unterwerf(un)g unter e(inen) andern 5taat 
u(nd) dessen R(echts)quell(en) im Ganzen - in diesen Fal1en nicht 
!Jlos bくey)Ges(etz) sondern auch b(ey) Gewohnheitsr(echt). 
Nun ubCer)h(au)pt zwey Fragen f(ur) die Anwend(un)g der 5atze 
e(ines) positiven R(e司t)s:
1 . Ursprungl. Anwendbarkeit， d. h. abstrahirt v. allen in der 
戸一一ー一一~τ?一ー一一-→一一一ー一ー一ー一ー一ー一一一一一ー一ー一一ーーー『
乙eiteintretenden Veranderung(en). 
Il. 5uccessive Anwendb也rkeit，d. h. mit Rucksicht auf 
zeitliche Ander(un)g(en) des Rechts. 

I . U rsprung1. Anwendbarkeit. Alles positive Recht entsteht 
in e(inem) 5taatsverband， in welchem die einz(elne) 

*Ms 925)37にはサヴィエーによりこのタイトノレが付されている。プレーデホルン夫人のコメントを記す<>4 konv. 40
• Landshut， 

Berlin 55 1809， W5 1809)1810， 55 1811 bis WS 1841)42. 1. Konvolut， 5chwarze Kapsel mit Ruckentitel (Bleistift) 
von 5avignys Hand Pandekten 1. Wz IMK (? am Rande beschnitten). Ms 925)37， 1の B1.1-30 が講義の時間数等の
記録. Bl. 31からが講義のノートである(前書き参照)。
料C J内は整理の為に図書館が付した BlattNr.であり， ( )内の数字が+ゲィニ}自身によるベージ・ナ Yバーである。
ホ**前書きで述べたようにサヴィユーは当初 Heiseに従っていた構成を， その後少くとも編別・順序において変更していたことが確
認できる。 Ms925/羽田の S.11に記されたサヴ 4ニー自身の新構成から事 18-22は新しい編成であり ( 9 -13) 及び(!i14，-
20)はハイゼの編成番号であったことが確認できる。因に. (ri 14-20) の上に本来~ 25-27が入るべきであったと推測される。

料帥以下においてもこのように欄外の書き込みが多いが，この部分の再現は， 凡例でふれたように極力サヴィニー自身の用いた略記に
従って行う。スベースの関係からやむをえないが，本文から概ね誤解なく理解しうるであろう。

!i 18-22 ]us non scriptum - s. o. Einl. 
(9-13)*** 

(!} 14-20) 

(gehort nur 
zur succeβ. 
Anwendbark. 
s. u. 4q .**** 
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十NB.Nun 
wird die Idee 
der Nationalitat 
wieder viel her. 
vorgehoben， doch 
in ander(em) 
Sinn料*

++NB. ganz 
besonders in 
der origo der 
Romer s. u. 

Person als* solche， mit ihrem Willen， als untergeordnet u(nd) 
gebunden erscheint - ubrigens in verschied(enen) Stufen， 
v. Staat im Grosen bis zur engst(en) Gemeine herab. ]eder 

Verein die5er Art hat zur Basis irgend e(ine) volksmaβige Einheit， 
aber die genaue Begranz(un)g ist in verschiedenen Zeitaltern 

hochst verschieden. Hauptfalle die dabey vひrkommen:

A.)Volksabstammung die Granze bestimmend， also Nationaliat 
als Basis dienend - so b(ey) den personl. Recht(en) im 
Mitt疋lalter- dann das Territorialverhaltniβganz料 unbeachtet.
auβer insoferne die offentl. Gewalt nur innerhalb gewisser 
Granz(en) wirksam istー inneueren Zeit(en) fa5t ganz 

verschwund(en) (nur fur die Juden groβenth(ei)l(s) erhalt(en) 
- hier b(ey) uns durch das Judenedict ~ 20. 21 aufgehob(en)+) 

B.) Personl. Staatsverhaltniβ 
50 im alt(en) Rom (th(ei)l(s) f(ur) Cap岨citat，th(ei)l(s) auch f(誌の
Recht wornach man lebt)+十一 Verschiedenh(eit)v. jenem 

erstenー inneuer(en) Zeit(en) meist verschwunden Cb(ey) 

uns kein bestimmter Staatsburgerbegriff). 

[Bl. 48vJ 

E務

主主

*alsは書き直されている。
料ganzの後に zurがf隠されている。
料本この部分は恐らくー番後から鉛筆で書き加えられたものであり，完全に読みとることが極めて困難であったので. Bredehorn博
土にお願いして原本に当って頂いた。しかし. wirdの後に Bredehorn博士も(1)を付されているので，或いは他の解釈もあ
りうるかもしれない。後の++は，サグィニーの記号上は本来十であったが，この部分と区別するために++とした。
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C.) Landgebiet od. Territorialv巴rhaltniβ-dieses das 

Princip aller modernen Staaten， alsoホ Territorialrechinden 
verschiedenst(en) Ab唱tuf(un)g(en)bis zu Stadt= u(nd) Dorfre氾ht.

- Nun Abstamm(un)g ganz verschwindend， Staatsverhaltniβ 
zurucktretend. Hauptbegri任e:

堅堅生担 (Unterぬan)，丘型坐L
NB. Der Grundidee nach mit jenen erst(en) Verhaltniss(en) 
verwandt(en)， besonders in der genauer(en) Begranz(un)g 
abweichend. 

A旦空型空(型k担 Ei旦竺lnen- Welches unter mehr(eren) Territorial-
rechten in jedem einz(elnen) Fall anwendbar? 

(Ges(etz) desselben Staats od. verschiedener Staat(en)? 
im ganz(en) gl(eich)gultig - Beysp(iel).叫

A.)Teηiωrial同住民， die in verschiedener Abs里担昭 f悼の denselben
Ort gelt(en) - z. B. b(ey) uns: Landrecht， Mark(isches) 
Pro司(inzial)r(echt)，Ber1iner Stadtr(echt). 
Das Specielle geht dem Generellen vor. 

CB1. 49J 
(4~. 1) 

斗門時
ω日
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本alsoの前に "inden verschiedensten“という部分が削除されている。
材又は Beysp(iele)。以下の Beysp.についても同じo



国野

主主

B.) Territorialrechte verschiedener Orte - Beysp.* 
IHert de collisione legum sect. 4 (Comm. et opusc. 
戸1.1)ー bra山 aresDetail 
fuhlenbruch 1. ~** 72， 73 - gut und viele Literatur. 
Zachariae liber quaest.， qu. 1 - gar schlecht. 
Did.**療 Meierde conflictu legum diversarum in div. locis 
obtinentium Bremae 1810. 8. - nicht recht klar gedacht， 
aber manches brauchbare Detail. 
河VeningLehrbuch b. 1 ~ 19. 20. 
Mittermaier Krit. Zeitschr. des Auslandes B. 7 H. 2 S. 228. 
INB. leg. 1. Struve Rechtsgesetz 2. Eichhorn deutsches R(echt) ~ 34-37. 
Ileg. Zacharia ub(er) locus regit actum in Elvers 
Themis B. 2 H. 1， S. 95-118. 
Es kommen dreyer(lei) Bestimm(un)gsgrunde vor; 
1.) domicilium 
B(ey) Vagabund(en) als Surrogat; Herkunft 
Meier p. 14. Hert. ~ 26. (L. R. Einl. !i 25. 26)**** 
B. 2 domicil.? das巴rste?oder das hauptsachl.? 
Hert. !i 8. (das erste. Meier p. 76) 
das w(a)s dem Geschaft am gunstigst(en) 
ist? L. R. Einl. !i 27. vg1. jedoch !i 29. 30. 

2.) res sita - n(ach) Meier p. 17. ist locus rei sitae 
b(ey) mobil. immer das domicil. domini， - falsch料料*
3.) Ort wo e(ine) Handl. geschieht. 

Gewohn1. Lehre ; Statuta personalia， realia， mixta ; domic. res sita， Handl. 
Hert. !i 3 p. - U ngenugend， genauere Bestim(mun)g nothig. 

*この行の下に HierKommen dreyerl(ei) Bestimmungsgrunde vor; l.) domiciliumがニ行にわたり横線で消されている。
材 152，153 '" g.が横線で消されている。
*帥プレーデホルン博士によればこれはDiedrichの略であるという。なお， この Meierの項全体が.後から付加されたように，字
が臭っている。但し，もともと一行文スベースはあけてあった。尤も，結局スベースが足りず，欄外にまで書きこまれている。

柿材... vgi. jedoch !i 29-31.又!i31が横線で消されている。
料判事n.Meier以下 falschまでは後から追記されている。
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Das R(e氾ht)ist e(ine) jurist(ische) Eigenschaft e(iner) 
bestimmt(en) Personー
Regel alsゅ:dasjenige R(echt) welches in dem * Rechtsgebiet 
函函言rPerson herrschtー (nachherAusnahm(en)) - welches 
i可否esesR配 htsgebiet?Zusammenhang mit ander(en) Verhaltn(issen) 
der Person - publ. Verpflicht(un)g zu munera - Gehorsam g(e)g(en) 
magistratus (色旦p)，亘soauch Gehorsam gくe)g(en)ortl. Ges(etz) -
aIso naturl. Zusammenhang zwisch(en) forum u(nd) anwendbar(en) 
Ort1. Ges(etzer1). - warum das b(ey) den Romern weniger wichtig war 
als bey uns - weniger Verkehr mit Ausland， weniger Abweichung in 
Innern** 
Wo nun dieses Al1es? 
Rom. Lehre v.笠並立 u(nd)坐旦国L
origo一 janicht Geburtsort， sondern stadtisches 
Burgerverha1tnil3 (s. 0ふ fortgepflanztdurch Geburt v. 
e(inem) bestimmt(巴n)Vater十一***
domicil(ium)， fester Wohnsitz (s. u. nahere Bestim(mun)g)， 
mit origo zufallig identisch od. nicht - Beysp. 
Anwend(un)g auf die obig(en) Prakt(ischen) Folg(en)一
Verpfl. an beid(en) Ort(en) - wie das b(ey) forum 
wirkt (Wahlrecht des Klagers)+十一 b(ey)Ges-(etzen) 

unmogl， also? ohne Zweifel origo， als das Wichtigere 
uくnd)das Ursprungl.， nicht durch Wi1lkuhr aufzuhebende.十H
Anwend(un)ga瓦F五五s- origo in jenem Sinn verstand(en)ー
Er・kl(arung)- domic(i1ium) al1ein ubrig - also auch 
lex domicilii - wichtigste Anwend(un)g s.江.1. 5. 
jezt erst das Territorialverhaltnis ganz rein herrschend. 

[Bl. 50J 
(4~. 2) 

十 publ.Grundlage 
dieser Ansicht -
NB. seit der Civitat 
v. Italien u. dann 
im ganz(en) Reich 
zwiefache origo 
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十++ u. nun die lex 
loci der lex v. Rom 
vorgehend als das 
Speciel1ere 

*ortl.が横線で消されているが，語の下には， ...と強調している。
料 warum以下 Innernまでは後からの書き込み。
***Vaterーの後に Anweが横線で消されている。



Ausnahmen dieser Regel， da wo die Person gewissermasen aus 
sich heraustritt， u. mit e(in巴m)ihr fremd(en) Gebiet in 
Beruhr(un)g kommt: 

a.) Recht an einz(elnen)Sach(巴n)，in derem Gebiet sich die 
Person begiebt - rei sitae s. 3. 

b.) Obl(igation) - Collision zwischen bestimmt(en) lndiv(iduen) 

u(nd) Ihrem R(echt) - vermittelt durch Ort der Obl.， als 

dem sie beide umfassend(en) unsichtbar(en) Bandー

wo ist dieser? 
in der Regel: locus contractus - s. 4. 

ausnahmsweise: locus solut(ionis)， wo dieser besonders 
bestimmt ist， weil nun die Partey(en) durch Wi1lkuhr die 
Obl. dahin verlegt hab(en). 

c.)λuβere Form juristischer Handl. - locus regit a氾tum- s. 2. 
1st nur Vergunstig(un)g， auf naturl. Billigk(eit) gegrundet， 
das G(巴)g(en)th(ei)loft sehr schwierig od. unmogl.一

darum auch Wahlr(echt)， wo beides mogl. ist. 

CBl. 50vJ 
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1st ungenugend - genauere Bestimm(un)g n凸thig.*
1 .) Ges(etz) ub(er) Zustand e(iner) Person 

absolut， d. h. ohne Rucksicht auf Sachen， u. auch 
ohne Beziehung昌ufe(in) bestimmtes Fami1ien-
rechtsverhaltniβzu Andern - domicil. 
Beysp. Ende der minor aetas - prodigus -

infamis十一(?fil. fam.?) 
(Hert. ~ 5. 8. 11. 17.) - Meier p. 13. p. 32-35.村

(L. R. Einl. ~ 23-27. 
(Verandertes domicil.邑ndertdie Qualitat， 
Hert. !? 8 !? 5 in f(ine). Meier p. 16.*** 

2.) ub(er) ausere Form e(iner) Handl. - locus regit actum. 
Hert. li 7. 10. 23，ー ChabotlI. 401 (Testament) 
Ausn(hame) L. R. Einl. ~ 23 b(ey) Provinzialformen， die十十
3.) ub(er) dingl. R(echt) an einzeln(en) Sach(en)ー
rei sitae+++， auch b(ey) mobil. (nicht allg(emein) 
anerkannt， aus Verwechsl(ung) mit den folg(enden) 
FaIl(en)) - Beysp. Usucapion， ferner: 
Versag(un)g der vindic(atio) an res mobil.， 

[B1. 51) 
(4n ) 
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+ ? anders b. infamis u. 
prodigus n. Meier p. 33， 
weil das die Natur 
eines StrafurtheiJs habe. 

十+nurf. die Handl. der 
Einwohner der Provinz 
gelten sol1en.-Meier 
p. 20. 57. macht mit 
Recht e. Ausn. b. 
denjenig. Formen 
we1che die Verauserg 
e. bestimt einz. Sache 
betr.， da geht res sita 
vor. 

+ + + auch fur die 
Fahigkeit ds Erwerbers 
u. Verauserers Meier 
p.36. 

という部分が横線で消されているo

ホこの行の前に Gewohnl.Lehre : statuta personalia: domic. 

一一一一 realia res sita 
-一一-mixta : Handl. 
Hert. !} 3p 

**Meier以下の部分は後からの書き込み。材、 5inf.は下の行への書き込み。 Meierp. 16.は追記の模様。



+ NB. besonders 
wichtig bey Wechsel-
fahigkeit* 
? person1. Fahigk. zu 
diesern besonder(en) 
Geschaft， z. B. Velle-
janurn ? n. dornici1. 
Chabot II. 352. ( ? 
diss. Meier p. 14)判

k務

~ 

++ groβenth1. (denn 
es gilt ja auch 
b. Ges. ub. 
erlaubte Zinsen， 
Spielschuld pp 

Entsteh(un)g e(iner) hyp(otheca) tacita specialis 
Wening 1. c. - Meier rnisv巴rstehtb(ey) rnobil. den 

Begriff v. locus rei sitae s. 0.， auβerdem hat er das 
Princip richtig anerkannt bey hyp. gen. u. spec. (p. 39-41). 
- Bey usuc. rerum mobil. nirnmt er p. 37. das dornici1. 
usucapientis an nicht das domici1. domini， weil jener schon 
pub1. actio， also domin(ium) natur(ale) habe (!) 

4.) Ob1. aus Hand1.，加onders色竺旦竺旦一
Ort der Hand1. +， nicht blos bestimmend 
f(ur) die auβere Form (s. 0み sondernauch 
fur die Wirk(un)g(en)， z. B. Eviction， Zinsen pp 
L. 6 de evict. L. 1 pr. L. 37 de usur. 
L. 34 de R. ]. 
Hert. ~ 7. 10. 23. Meier p. 20-21 p. 57 pp 
(Zinsen: Meier p. 60. 61).*料

(Weber S. 178-181 meynt， b(ey) Ges(etzen)， 
die das Kl(age)r(echt) gestatt(en) od. negir(en) 

rnusse der Ort der Kl(age) entscheid(en) !! 
(Auch b(ey) res judic. in civiJibus. Meier 29. 30.*料*

NBア
vo1.， daher auch in einz(elnen) F昌11(en) 

u. nach Umst呂nd(en)anders zu 

beurth(ei)l(en). ++十-z. B. wenn zwey 

Bewohner desselb(en) Orts zufallig an 

demselb(en) fremd(en) Ort z.B. irn Bade 

contrahi(ren)， so haben sie doch wahrsch(巴inlich)
an das gemeinsame R(echt) ihrer Heimath 

[Bl. 51v] 

+十+vg1.L. 65 de jud. 
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++++ Granze: wenn 
die Erful1g ub. 
dies(en) zufalligen 
Aufentha1t hinausgeht. 

gedacht.++十+Hert. !j 10. 

(Ort der Handl.， nicht der Zahlung od. der 

Confirmation. Meier p. 58. 
(?Contract durch Correspondenz? nun nach Einig(en) 

Naturrecht 1 Hert. !j 56. Besser: domicil. debitoris. ++十++

(Meier p. 59: locus 
epist. acceptae 

+十+十+bey 
zweyseitig. Obl. 
ds domicil. ds 
Bekl.***事権*
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Concurs n(ach) domicil. debitoris， auβer 
immob. Hert. !j 64. 

(

N

)

 

Meier 67.68 (auβer 
hyp. spec.) 

Kl(age)verjahrung n(ach) Ort der Obl. 
Hert. !j 65. - n(ach) Ort der Kl(age) Meier 62. 

restitutio in int(egrum) n(ach) locus causae ejus. 

Hert. ~ 66. - Ort der kl(age) 
Meier 63.**柿***

Meierの著作の参照は，従って，全て後からの追加で

*この部分は更に後から追加されている。 NBは当初?personl.…… II. 352まであったと思われる。
料(?diss. Meier p. 14)は NBに後から付け加えられている。
本**Meierp. 20-21以下( )内まで後からの付加。特に( )内は右の欄外にまで及ぶ。次行の (Weber…・・1!も，後から追

加されたものらしく，欄外にまで書き込まれている。

*料*(Auch・..・・以下後日の付加と思われる。
材料*NBの前に: がおかれ NB. のようになっており. gedacht+++の行も文 Lge..・とされている。
*材料*この下に. NB. s. Beyl(age) +十++という部分が横線で消されている。更にその下に， 縦横等の線が引かれているが趣旨不

明。

料材料*右側欄外に番かれている Meier……の部分は全て後の付加による。

あったといえる。



5.) Ges(etz) ub(er) Y-竺竺担竺imAllg(emeinen〉一与旦主主・
Wening 1. c. - Meier p. 19: Grund， weil das 
fur das Vermδg(en) locus rei sitae ist.* 
Jedoch noch folg(ende) Unterscheid(un)g: diese 
Ges(etze) betr(effen)** 
a.) th(ei)l(s) die Mogl(ich)k(eit) od. Nothw(endigkeit) 

gewisser Handl. - dann b(ey) immob.: 

res sita， b(ey) mobi1. u. incorp.: domicil. 
b.) od. int(e)rpr(etatio) voluntatis: allg(emein) 

domicil. auch f位。 auswartig(e)immobil. 
Anwend(un)g*料

Dispositionsfahigk(eit) des minor， fil. fam.， 
der Ehefrau. Hert. ~ 6. 9. 22. 

Ehe in ihren Wirk(un)g(en) auf Vermog(en)， 
Gutergemeinsch(aft) pp - domicil. mariti 

(i. e. matrim(onium)) Hert. ~ 10. 39. 46. 47. 

Chabot I. p. 81. (? anders b(ey) 
immob. die man vor der Ehe auswarts 
besas? Chabot I. p. 84 

d. h. das domic(i)l. was der Mann v. der Ehe 
an hat u. haben wi11， so daβnichts an-

(Bl. 52J 
(4り

E務

:i!i: 

*Meier以下は後からの書き込みのように見える。
**Jedoch・・・の前に Anwendungen:Dispositionsfahigk(eit) des minor.自1.fam.， der uxorが消されている。
*材**からいえば Anwendungenと読むべきか。これまでの Anwendungの読み方にもかかわる。
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kommt auf Ort der geschloss(enen) 
Ehe od. Dotalvertrage. Chabot 1. 85. 87. - Meier 
(arg. L. 65 de jud.) p. 34. 41-46.* 

Dieses R(echt) bleibt， auch b(ey) spater 
verandert(em) domicil. Hert. !i 48. 49. 51. Meier p. 47.** 
Generelles Pfandrecht. Meier p. 39-41. (sowohl hyp. tac. 

als privil.)**" 

(BI. 52v] 持
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Testament， was die test. factio， Pfiichth(ei)l 
betr(i妊t)(ausere Form? s. 0ふ
Int(e)rpr(e)tation p Meier p. 48 pp (? b. Legaten res 

sita? p. 51)料**
Intestaterbfolge - soweit sie interpr. vol. 
ist: dlomicil allg(emein)， soweit gewisse 
G(e)g(en)stande der frey(en) Verfugung 
entzog(en) sind: b(ey) immob. res sita. Ort des 
Todes gl(eich)gultig.料村*
Hert. !i 26. 40. Meier p. 55 (ohne distinction)グ材料*
(Nun also vielleicht 2 Erbschaft(en)， dann 
die Schuld(en) verth(ei)l(t) nach ihrer c(aus)a， in subsid(ium) 
pro portione. Hert. !i 29. 
P目 uliumMeier p. 46. 
Tutel n(ach) domicil. pupilli. Meier p. 35.******* 
(NB. Auf diese Distinct(ion) sind wohl auch die 
etwas unbestimmt(en) Regeln des L. R. zu reduciren: 
a.) bewegl. Vermog(en) domicil. b.) unbewegl. 
res sita. L. R. Einl.!i28-32. 

* ** 料* 材料いずれも Meierが後から付加されており.一部欄外に書かれている。
尚，叫の段落の Diesesの左横に斜線が引かれている。料*の Generellesには fG…の線**事事の段落には Testamentと
betr.にζの線が入っている。

材料*Ort… gu1tigは欄外に付記されている。
帥料**Meier以下は後の書き加え。
*****料向上。



E務

主主

6.) Diese Regeln betr(effen) das materielIe Privatrecht. 
Fernere Regeln ub(er) andere Rechtstheile: 
a.) Prozeβ ー Ortder Klage+ 
b.) Polizeyges(etze) - verpflichten allg(emein) 
Alle， die sich im Lande aufhalt(en)， Einheimische 
u(nd) Fremde， also ohne Rucksicht auf domicil. 
c.) Strafgesetze? 
a.) Verbrechen in unsrem Lande - nach unsren 
Ges(etzen) bestraft， ohne Unterschied ob e(in) 
Einwohner od. Fremder der Verbrecher ist.ー
Versteht sich， wenn wir des Verbrechers machtig 
sind， denn Ausliefer(un)g ist Sache des 
Volkerrechts (Vertrage od. Verwillig(un)g)， 
nicht des Crim(inal)回chts.

(L. R. 1I. 20 ~ 12. 13) 
b.) Verbrechen im Auslandeー
Nach L. R. II. 20 ~ 14. 15 ist hier auch der Fremde 
in unsren Gerichten zu bestrafen (also gewiβ 
um so mehr unser Unterthan， was nicht gesagt ist) 
u(nd) zwar nach den Ges(etzen) des delicti commissi， 
auser wenn unsre Ges(etze) gelinder sind (also 
auch gar nicht wenn unsre Ges(etze) gar keine 
Strafe haben). Diese Ausn(ahme) beruht auf 
Billigk(eit)， die 

(Bl. 53J 
(4g) 

+ NB. Meier p. 65. 66. 
rechnet zum Prozeβ. 
recht auch das 
benef. competentiae 
u. die exc. non 
num. pec. weil 
sie die Execution od. 
den Beweis 
betrf.(?) 

持
務
ω印

(m
・5
5由主



-4
・q
ム
ド

i

。、hv、
由

1
h
w

叩
υ¥剛
報
酬
附

( 

宮、a
) 

Regel ub(er) das auswartige Strafges(etz) 
ist sehr naturl. - aber sind die auswartig(en) 

Verbrechen iib(er)h(au)pt in unsr(en) Gericht(en) strafbar? 
B(ey) unsren Unterthan(en) muste man wohl 
unterscheid(en) zwisch(en) delict(um)∞(mmun)e 
(Mord， Diebstahl) u. speciale (Zolldefraude); 
b(ey) den lezt(eren) 1lIcht strafbar. Das findet 

sich aber schon mit in der obig(en) Ausn(ahme)， 
da z. B. unsrモ Ges(etze)auf Verletz(un)g der 
franzosくischen)Zollvors屯hriftengar keine Strafe drohen. 

B(ey) Fremden eigentl. kein allg(emeiner) 
R(echts)grund der Strafbark(eit)， aber a.) 
bey delict. coe ist es das einfachste Mittel， die 
Ausliefer(un)g ohne Unbil1igk(eit) abzuwend(en). 
b.) bey delict. spec. kann es zum Schutz 
unsrer Staatsanstalt(en) nothig seyn， bedarf aber 
dann e(ines) besonderen Ges(etzes) (was jedoch 
niemals dem Verbrecher publicirt war ! !). -

Vgl. unser Ges(etz)凶 (er)Munzverbr民 h(en)im 

Ausland， u. die Staatsrathsverhandl(ungen) daruber. 
Anm: B(ey) diesen Regeln sind positive Ausn(ahmen) durch 

durchgreif(ende) Ges(etze) denkbar - kommen seltner vor als 
b(ey) der zeitl. CoIlision (s. u.) - zuweilen mit diesen 
lezt(eren) Ausn(ahmen) zusammenfallend (Beysp. b(ey) unehel. 
Kindern n(ach) franzくりsischem)R(釘 ht)，ist Ausn(ahme) in 
beiderl(ei) Sinn - Beysp.) 

[Bl. 53vJ 
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